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要 旨

『類題鈔（明題抄）』は、井上宗雄「「類題鈔（明題抄）」について―歌題集成書の資料的価値―」（『国
語と国文学』第67巻第⚗号 1990年⚗月）により紹介され、次いでその影印と翻刻本文が「類題鈔」
研究会編『類題鈔（明題抄） 影印と翻刻』（笠間書院 1994年）として刊行された、中世の歌題集成
書である。本稿はその下冊より歌合部分と屏風歌部分について取り上げ、その資料的価値を明示し編
纂資料について考究したものである。
下冊は重層的な段階を経て現行本文に至ったと考えられ、大きくは題数順に分類される部分とその

他の部分に分かたれる。その他の部分に歌合ごとに歌題を集成する部分と屏風ごとにその歌の画題を
集成する部分とが含まれる。本稿では本文内に「禁裏」「仙院」といった区分があることに着目し、
歌合部分が歌合目録や歌合端作りの書式に類似することを示した。また「屏風障子」という区分に、
斉信屏風、頼通大饗屏風和歌、鷹司殿倫子賀屏風の画題が含まれることを述べた。以上より、下冊の
編纂資料として和歌資料を類聚するものが用いられたと考え得ることを指摘した。

キーワード：歌題集成書、歌合、屏風歌、和歌文学、中世文学

Abstract

Ruidaisho (Meidaisho) has been introduced in “About Ruidaisho (Meidaisho) — The value of a collection of
poems as a document” (Kokugo to Kokubungaku, Vol. 67, No. 7, July 1990) by Muneo Inoue, and then its
photocopies and reprint texts were published in ‘Ruidaisho (Meidaisho) Photocopies and Reprints’ (Ed. by the
Ruidaisho research group, Kasama Shoin, 1994). This manuscript focuses on the uta-awase part and the byobu-
uta (poems on themes depicted on folding screens) part in the second volume, clarifies their value as documents,
and examines the compiled documents.

The second volume is thought to have reached the current text through multiple stages, and can be roughly
divided into parts classified in order of the number of titles and other parts. Other parts include the part that
collects the theme of each uta-awase and the part that collects the theme of each byobu-uta. This manuscript
focuses on the fact that there are divisions, such as ‘Kinri’ and ‘Sen-in’, in the main text, and shows that the
format of the uta-awase part is similar to that of the uta-awase catalogs and the first section of the uta-awase text.
The author also described that the category of ‘Byobu-shoji’ includes the subject of the Tadanobu-byobu,
Yorimichi Daikyo-byobu, and Takatsukasa Rinshi-byobu. Based on the above, the author pointed out that the
second volume was thought to be produced by using large materials similar to waka as compilation materials.

Keywords : Kadai compilations, uta-awase, byobu-uta, waka literature, medieval literature



は
じ
め
に

『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）』
は
、
井
上
宗
雄
「「
類
題
鈔
（
明
題
抄
）」
に
つ
い
て
―
歌

題
集
成
書
の
資
料
的
価
値
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
七
巻
第
七
号

一
九
九
〇

年
七
月
、
以
下
井
上
論
文
と
称
す
る
）
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
影
印
と
翻

刻
本
文
が
「
類
題
鈔
」
研
究
会
編
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』（
笠
間
書

院

一
九
九
四
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
中
世
の
歌
題
集
成
書
で
あ
る
。
そ
の
成

立
、
内
容
、
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
井
上
論
文
に
詳
し
い
。

伝
本
は
上
冊
の
み
の
書
陵
部
本
（
鷹
・
七
二
三
）
と
、
上
下
冊
の
歴
博
高
松
宮
本

の
二
本
が
伝
わ
る
。
表
紙
に
直
書
で
小
さ
く
「
将
軍
義
尚
公
御
筆
」
と
記
す
書
陵
部

本
は
外
題
に
「
明
題
抄
上

雑
々
」
と
あ
り
、
室
町
後
期
の
写
し
か
と
さ
れ
る
。
一
方
、

歴
博
高
松
宮
本
は
江
戸
期
の
写
し
な
が
ら
上
下
を
備
え
、
右
に
示
し
た
刊
行
物
『
類

題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
歴
博
高
松

宮
本
の
下
冊
に
つ
い
て
論
じ
る
。
以
下
、「
下
冊
」
と
表
示
し
、
本
文
提
示
の
際
は

全
て
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』
に
よ
る
。

一
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）』
に
つ
い
て
、
本
稿
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
井
上
論

文
に
従
い
簡
略
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

七
十
度
の
百
首
題
の
み
を
収
め
る
上
冊
は
、
貞
和
・
延
文
百
首
等
、
南
北
朝
の
も

の
が
掲
出
さ
れ
、
奥
書
よ
り
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
三
月
に
は
成
立
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
成
立
年
次
を
推
測
さ
せ
る
手
掛
か
り
の
な
い
下
冊
は
未
整
理
な
部
分

を
残
し
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
歌
題
を
中
心
に
集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鎌

倉
末
頃
に
は
成
立
、
南
北
朝
末
期
に
現
在
み
る
形
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
編
纂
資
料
に
つ
い
て
、
井
上
論
文
は
「
お
そ
ら
く
そ
の
当

時
存
在
し
て
い
た
歌
合
・
歌
会
な
ど
の
歌
書
に
直
接
拠
っ
た
り
、
或
は
記
録
さ
れ
た

も
の
に
拠
っ
た
り
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
に
留
ま
る
。

下
冊
は
、
上
冊
よ
り
古
い
時
代
の
歌
題
を
集
め
、
そ
の
成
立
年
代
も
上
冊
よ
り
早

い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、
百
首
題
集
成
の
上
冊
と
五
十
首
題
以
下

の
歌
題
を
集
成
す
る
下
冊
は
、
各
々
の
編
纂
過
程
や
相
互
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
上

冊
と
下
冊
は
別
々
に
成
立
し
た
も
の
が
あ
る
時
点
で
取
り
合
わ
さ
れ
一
書
の
扱
い
と

な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
書
陵
部
本
『
明
題
古
今
抄
』
の
場
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歌
題
集
成
書
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）』
下
冊
、
歌
合
部
分
と
屏
風
歌
部
分
を
め
ぐ
っ
て

藏

中

さ
や
か



合
に
も
見
受
け
ら
れ
、
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
「
明
題
」
と
い
う
語
を
用
い
て
題
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
歌
題
集
成
書
の
特
性
で
も
あ
る
（
1
）。

下
冊
の
構
成
に
つ
い
て
、
井
上
論
文
は
「
三
十
首
ま
で
は
或
る
程
度
整
え
ら
れ
て

掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
は
一
応
主
催
者
別
に
ま
と
め
よ
う
と
し
な
が
ら

も
、
全
体
を
概
見
す
る
と
未
定
稿
的
で
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た

下
冊
に
は
、
九
ケ
度
の
五
十
首
、
三
ケ
度
の
三
十
首
の
歌
題
が
あ
り
、
次
に
、

禁
裏
・
仙
院
・
大
臣
家
・
親
王
家
・
后
宮
・
諸
家
執
柄
以
下
、
と
い
っ
た
分
類

に
よ
っ
て
、
歌
合
・
歌
会
・
屏
風
障
子
等
の
催
し
が
記
さ
れ
（
お
よ
そ
五
百
五

十
余
ケ
度
に
上
る
）、
主
催
者
お
よ
び
催
行
年
時
が
注
記
さ
れ
、
歌
題
（
若
干

の
例
外
を
除
い
て
一
首
題
か
ら
十
数
首
題
）
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
但
し
実
際

に
は
仙
院
に
内
裏
の
会
が
、
諸
家
に
も
内
裏
・
仙
洞
の
会
が
混
じ
入
る
と
い
っ

た
類
が
多
く
て
整
然
と
は
し
て
い
な
い
。

と
も
述
べ
る
。
こ
れ
を
う
け
、
稿
者
は
「
題
数
別
区
分
に
加
え
、
詠
作
機
会
の
主
催

者
の
身
分
に
よ
る
区
分
、
詠
作
機
会
に
よ
る
区
分
に
よ
っ
て
構
成
」
さ
れ
「
詠
作
機

会
の
主
催
者
別
配
列
に
よ
る
部
分
と
詠
作
機
会
の
性
格
に
よ
っ
て
区
分
配
列
し
た
部

分
と
を
付
加
し
」、「
異
な
る
編
纂
意
識
に
よ
る
小
区
分
を
合
せ
た
も
の
」
で
あ
る
こ

と
等
を
述
べ
た
。
ま
た
、
下
冊
の
題
数
別
配
列
部
分
に
は
「
心
種
部
類
抄
抜
書
」
と

い
う
名
で
伝
わ
っ
た
歌
題
集
成
書
と
、
注
記
を
含
め
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
も

指
摘
し
た
。「
心
種
部
類
抄
」
自
体
は
、
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
ず
、
そ
の
名
か
ら

和
歌
を
部
類
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
が
不
明
で
あ

り
、
下
冊
当
該
部
分
と
「
心
種
部
類
抄
抜
書
」
の
編
纂
資
料
は
共
通
で
あ
ろ
う
と
推

察
は
す
る
も
の
の
、
確
か
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
下
冊
が
複
数
の
取
材

源
か
ら
の
情
報
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
左
に
は
な
る
。

下
冊
は
異
な
る
資
料
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
混
態
し
、
さ
ら
に
新
た
に
情
報
が
書
き

加
え
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
重
層
的
な
段
階
を
経
て
今
の
形
に
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
現
状
は
「
未
整
理
」
で
あ
る
が
、
よ
り
明
確
に
述
べ
れ
ば
題
数
順
に
分

類
さ
れ
る
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
に
分
か
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
混
乱
が
あ

り
、
ま
た
取
り
合
わ
せ
の
状
態
も
不
明
瞭
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
編
纂

資
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
詳
論
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

本
稿
で
は
、「
禁
裏
」「
仙
院
」
と
い
っ
た
区
分
の
存
在
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
か
ら

論
を
開
始
し
、
次
に
「
屏
風
障
子
」
と
い
う
区
分
の
記
載
内
容
に
考
察
を
加
え
、
下

冊
の
資
料
的
価
値
の
源
で
あ
る
そ
の
編
纂
資
料
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
ま
ず
下
冊
の
構
成
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

題
数
別
配
列
の
部
分
の
み
示
す
と
、
五
十
首
題
71
～
、
三
十
首
題
80
～
、
十
六
首

題
299
～
、
十
二
首
題
300
～
、
十
首
題
302
～
（
2
）と
な
り
、
以
下
続
く
が
、
三
十
首
題
と
十

六
首
題
の
間
に
次
の
禁
裏
以
下
の
分
類
が
立
て
ら
れ
、
歌
合
と
歌
会
か
ら
の
歌
題
集

成
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
混
在
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
各
区
分

の
終
わ
り
は
あ
く
ま
で
当
該
区
分
冒
頭
の
連
な
り
の
区
切
り
と
し
て
明
示
で
き
る
箇

所
の
目
安
と
し
て
記
し
た
。

禁
裏
84
～
115

仙
院
116
～

大
臣
家
251
～
267

親
王
家
268
～

后
宮
273
～
289
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諸
家

執
柄
以
下
290
～
298

屏
風
障
子
317
～
324

325
以
降
は
女
御
歌
合
、
寺
院
で
の
歌
合
等
の
雑
載
の
後
、
歌
会
等
が
列
記
さ
れ
る
。

ま
た
区
分
名
は
示
さ
れ
な
い
が
、「
屏
風
障
子
」
同
様
に
詠
作
機
会
に
着
目
し
た
ま

と
ま
り
と
し
て
603
以
降
に
行
幸
遊
覧
時
の
歌
作
機
会
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
も

確
認
で
き
る
。

歌
題
集
成
書
は
題
数
に
よ
っ
て
区
分
す
る
も
の
が
主
で
あ
り
、
催
事
主
催
者
等
に

よ
る
分
類
を
立
て
る
例
は
珍
し
い
。
以
下
で
は
、
下
冊
編
纂
者
自
身
が
一
次
資
料
を

博
捜
し
催
事
を
主
催
者
別
に
分
け
編
纂
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
編
纂
資
料
自

体
が
こ
の
よ
う
な
区
分
に
よ
っ
て
催
事
を
分
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
て
み
た
い
。

禁
裏
以
下
、
階
級
に
よ
る
区
分
の
あ
る
資
料
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
歌
合
を

類
聚
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
巻
本
歌
合
（
以
下
十
巻
本
と
称
す
る
）
は
そ
の
目
録
に

よ
れ
ば
、
巻
一
～
三
内
裏
・
仙
洞
、
巻
四
・
五
后
宮
・
女
院
・
准
三
宮
、
巻
六
・
七

女
御
・
御
息
所
・
女
王
・
斎
宮
・
斎
院
、
巻
八
・
九
親
王
・
王
孫
・
大
臣
・
納
言
、

巻
十
雲
客
・
士
大
夫
・
地
下
人
・
女
宅
と
部
類
す
る
。
こ
れ
を
含
み
和
歌
合
抄
が
企

図
さ
れ
、
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
（
以
下
二
十
巻
本
と
称
す
る
）
に
至
る
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
二
十
巻
本
の
構
成
は
、
巻
一
・
二
内
裏
上
下
、
巻
三
上
皇
宮
、
巻
四
・
五
后
宮

上
下
、
巻
六
・
七
内
親
王
家
上
下
、
巻
八
斎
宮
・
斎
院
、
巻
九
女
御
・
御
息
所
家
、

巻
十
親
王
家
、
巻
十
一
・
十
二
大
臣
家
上
下
、
巻
十
三
納
言
家
、
巻
十
四
参
議
・
非

参
議
、
巻
十
五
・
十
六
雲
客
家
上
下
、
巻
十
七
士
大
夫
家
、
巻
十
八
僧
坊
、
巻
十
九
・

二
十
雑
上
下
で
あ
る
。

現
存
す
る
十
巻
本
、
二
十
巻
本
は
そ
の
本
文
書
式
に
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
下
冊

に
記
さ
れ
る
区
分
は
双
方
に
用
い
ら
れ
る
構
成
区
分
と
類
似
す
る
。
そ
し
て
後
述
す

る
よ
う
に
そ
の
書
式
は
二
十
巻
本
に
似
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
下
冊
の
内
容
は
直
ち
に

十
巻
本
、
二
十
巻
本
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
二
十
巻
本
目
録
に

記
載
さ
れ
る
歌
合
と
配
列
が
近
い
箇
所
、
ま
た
そ
の
書
き
方
が
類
似
す
る
と
こ
ろ
を

中
心
に
比
較
を
行
う
。
二
十
巻
本
は
『
陽
明
叢
書

平
安
歌
合
集
』
上
・
下
（
思
文

閣

一
九
七
五
年
）
の
影
印
に
よ
り
、
催
事
ご
と
に
丸
付
き
数
字
を
付
し
た
。
下
冊

の
算
用
数
字
は
使
用
テ
キ
ス
ト
の
通
し
番
号
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

二
十
巻
本
「
古
今
歌
合
巻
第
二
目
録
内
裏
下
」
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
に
七
度
の

歌
合
を
載
せ
る
。

内
裏
下

①
華
山
院
御
時
歌
合

寛
和
元
年
八
月
十
日

題

月

風

秋
花

露

雁

虫

②
同
御
時
歌
合
寛
和
二
年
六
月
九
日
判
者
入
道
中
納
言

題

霞

鶯

子
日

桜

款
冬

郭
公

昌
蒲

瞿
麦

蛍

七
夕

霧

月

松
虫

網
代

紅
葉

時
雨

霜

雪

祝

恋

③
後
冷
泉
院
御
時
歌
合
永
承
四
年
十
一
月
九
日

有
殿
上
日
記

判
者
源
大
納
言

題

松

月

紅
葉

残
菊

初
雪

池
氷

擣
衣

千
鳥

祝

恋
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④
同
御
時
歌
合
永
承
六
年
五
月
五
日

有
殿
上
日
記

判
者
内
大
臣

題

昌
蒲
根

郭
公

早
苗

祝

恋

⑤
同
御
時
歌
合

永
承
六
年

殿
上

題

鶯

桜

柳

春
雨

款
冬

藤
花

⑥
院
御
時
歌
合

承
保
二
年
九
月

日

殿
上

題

暮
春

野
花

夕
嵐

朝
霧

紅
葉

蘆
花

残
菊

⑦
同
御
時
歌
合
承
暦
二
年
四
月
廿
八
日

有
殿
上
日
記

判
者
皇
后
宮
大
夫
顕
房

題

子
日

霞

鶯

桜

藤
花

昌
蒲

郭
公

五
月
雨

七
夕

月

鹿

紅
葉
（
3
）

こ
れ
ら
七
度
の
歌
合
は
、
下
冊
で
は
84
か
ら
始
ま
る
「
禁
裏
」
の
85
～
と
234
～
の

二
か
所
に
分
か
れ
る
が
同
じ
順
で
全
て
記
載
さ
れ
る
。
234
以
降
は
殿
上
歌
合
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

85
寛
和
元
年
八
月
十
日

月

風

秋
花

露

雁

虫

86
同
二
年
六
月
九
日

霞

鶯

子
日

桜

款
冬

郭
公

昌
補

（
マ
マ
）

瞿
麦

蛍

七
夕

霧

月

松
虫

網
代

紅
葉

十
月
雨

霜

雪

祝

恋

87
永
承
四
年
十
月
九
日

松

月

紅
葉

残
菊

初
雪

池
氷

擣
衣

千
鳥

祝

恋

234
永
承
六
年
五
月
五
日
殿
上
歌
合

昌
蒲

郭
公

早
苗

祝

恋

235
同
歌
合

鶯

桜

柳

春
雨

款
冬

藤

236
承
保
二
年
九
月
殿
上
歌
合

暮
春

野
花

夕
嵐

朝
霧

紅
葉

蘆
花

残
菊

237
内
裏
歌
合
承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
有
真
名
記

藤
清
家
書
之

子
日

霞

鶯

桜

藤

昌
蒲

郭
公

五
月
雨

七
夕

月

鹿

紅
葉

雪

祝

恋

日
付
と
歌
題
を
記
す
下
冊
の
書
式
は
歌
合
目
録
の
よ
う
な
書
式
に
依
拠
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
③
で
は
「
十
一
月
」
と
あ
る
が
87
で
は
「
十
月
」
と

あ
る
等
の
小
異
が
あ
り
、「
内
裏
歌
合
」
と
記
す
237
に
は
判
者
名
は
な
い
も
の
の

「
有
真
名
記

藤
清
家
書
之
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
⑦
注
記
の
「
有
殿
上
日
記
」
と
は
異
な
る
情

報
が
載
る
。
な
お
下
冊
は
238
以
降
も
内
裏
歌
合
が
続
く
。

続
い
て
二
十
巻
本
「
古
今
歌
合
巻
第
十
一
目
録
大
臣
家
上
」
の
四
催
事
目
か
ら
後

の
部
分
が
下
冊
「
大
臣
家
」
の
冒
頭
配
列
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
歌

合
目
録
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
三
條
左
大
臣
家

藤
頼
忠

号
三
条
殿

廉
義
公

歌
合

貞
元
二
年
八
月
十
六
日

題

水
上
秋
月

岸
辺
秋
花

叢
中
夜
虫

②
太
政
大
臣

号
入
道
殿

家
歌
合
長
保
五
年
五
月
十
六
日

卅
講
次
於
京
極
殿
合
之

判
者
斉
信

公
任

兼
澄

題

惜
夏
夜
月

遠
聞
時
鳥

対
水
辺
松
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③
関
白
左
大
臣

号
宇
治
殿

入
道

家
歌
合
長
元
八
年
五
月
十
六
日
卅
講
次
於
高
陽
院
講
之

有
日
記

加
後
日
参
住
吉
社
歌

判
者
輔
親
卿

題

月

五
月
雨

池
水

昌
蒲

瞿
麦

蛍

照
射

郭
公

祝

恋

④
同
家
蔵
人
所
歌
合
永
承

年
九
月
十
九
日

於
宇
治
院
講
之

題

遠
岸
蘆
花

旅
恋

網
代
送
夜

岸
菊
浸
浪

深
夜
鹿
音

水
上
待
月

山
家
紅
葉

河
霧
未
晴

⑤
前
太
政
大

号
大
殿

入
道

臣
家
歌
合
寛
治
八
年
十
九
八
月

日
於
高
陽
院
講
之

有
仮
名
日
記

加
左
右
論
歌

判
者
経
信
卿

題

桜

郭
公

月

雪

祝

⑥
同
家

歌
合
寛
治
八
年
八
月

日

題

紅
葉

雁

鹿

萩

恋

⑤
⑥
は
前
関
白
師
実
歌
合
で
あ
る
。
下
冊
で
「
大
臣
家
」
と
区
分
す
る
部
分
の
冒
頭

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
臣
家

251
廉
義
公
前
栽
合
貞
元
二
年
八
月
十
八
日

付
後
宴
歌

水
上
秋
月

岸
辺
秋
花

叢
中
夜
虫

252
左御

堂

大
臣
家
上
十
講
次

長
保
五
年
五
月
十
五
日

惜
夏
夜
月

遥
聞
時
鳥

対
水
辺
松

253
関
白
左
大
臣
家
歌
合
長
元

八
月
五
日

判
輔
親
卿
有
和
漢
記

月

五
月
雨

池
水

昌
蒲

瞿
麦

郭
公

蛍
火

照
射

祝

恋

254
同
家
歌
合
住
吉

序
資
業
小
記

社
頭
述
懐

255
前
太
政
大
臣
家
歌
合
寛
治
八
年
十
月
十
九
日

有
伯
母
陳
□本儘
（
状
カ
）

桜

郭
公

月

雪

祝

256
同
家
歌
合

同
年
同
月

紅
葉

雁

恋

鹿

萩

比
較
す
る
と
、
下
冊
に
は
④
が
含
ま
れ
ず
、
③
の
小
書
き
部
分
「
加
後
日
参
住
吉
社

歌
」
が
254
と
し
て
独
立
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、
題
順
、
注

記
の
内
容
や
日
付
の
小
異
が
あ
る
。
253
・
255
の
日
付
の
異
同
、
256
の
「
同
月
」
が
255

を
う
け
十
月
と
な
る
こ
と
等
も
あ
り
、
配
列
は
似
て
い
る
が
内
容
は
同
じ
と
は
言
い

難
い
。
251
の
「
付
後
宴
歌
」、
255
の
筑
前
陳
状
の
注
等
、
下
冊
の
方
が
詳
し
い
情
報

を
載
せ
る
場
合
が
あ
る
。
256
は
現
在
⑥
の
二
十
巻
本
目
録
の
記
載
し
か
伝
わ
ら
な
い

歌
合
で
あ
る
。
下
冊
は
257
以
降
も
「
同
家
歌
合
」
が
続
く
。

続
い
て
二
十
巻
本
「
古
今
歌
合
巻
第
二
十
目
録
雑
下
」
冒
頭
か
ら
五
催
事
目
ま
で

を
掲
出
す
る
。

雑
下①

蔵
人
所
歌
合

天
暦
十
年
二
月

題

春
暮

②
蔵
人
所
歌
合
天
喜
二

於
朱
雀
院
合
之

題

祝

月

風

虫

露

秋
田

霧

萩

雁

女
郎
花

薄

蛬

鹿

紅
葉

恋
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③
帯
刀
陣
歌
合
延
喜
前
々
坊

題

萩

蟋
蟀

女
郎
花

松
虫

秋
月

雁

霧

薄

④
帯
刀
陣
歌
合
正
暦
四
年

三
條
院

題

祝

卯
花

郭
公

昌
蒲

夏
草

蚊
遣
火

瞿
麦

蛍
火

蟬

恋

⑤
滝
口
本
所
歌
合

題

更
衣

卯
花

時
鳥

五
月
雨

水
鶏

瞿
麦

納
涼

六
月
祓

恋

祝

〈
下
略
〉
（
4
）

次
に
下
冊
372
以
降
よ
り
示
す
。
下
冊
で
は
①
の
記
載
が
な
い
が
②
以
下
⑤
③
④
の
順

で
記
さ
れ
、
372
・
400
で
は
開
催
日
付
を
記
し
て
お
り
、
下
冊
の
方
が
よ
り
詳
し
い
情

報
を
載
せ
て
い
る
。

372
蔵
人
所
歌
合
天
喜
六
四
廿
一

於
朱
雀
院
合
之

祝

月

風

虫

露

秋
田

霧

萩

荻

雁

女
郎
花

薄

蛬

鹿

紅
葉

恋

398
滝
口
本
所
歌
合

更
衣

卯
花

郭
公

五
月
雨

水
鶏

瞿
麦

納
涼

六
月
祓

恋

祝

399
帯
刀
陣
歌
合

萩

蟋
蟀

女
郎
花

松
虫

秋
月

雁

霧

薄

400
同
歌
合
正
暦
四
五
二

祝

卯
花

郭
公

昌
蒲

夏
草

蚊
遣
火

瞿
麦

蛍

蟬

恋

②
は
二
十
巻
本
目
録
が
唯
一
の
開
催
を
明
示
す
る
資
料
で
、『
新
訂
増
補
平
安
朝

歌
合
大
成
』（
以
下
、『
歌
合
大
成
』
と
称
す
る
）
一
五
六
は
『
続
千
載
集
』『
夫
木
抄
』

の
詞
書
か
ら
天
喜
二
年
と
し
秋
の
季
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
秋
開
催
の
可
能
性
を
指
摘

す
る
。
な
お
同
書
は
『
続
古
今
集
』
304
詞
書
「
朱
雀
院
の
御
時
蔵
人
所
の
歌
合
に
荻

を
」
の
「
荻
」
を
誤
り
と
す
る
が
、
372
に
よ
れ
ば
「
荻
」
も
出
題
さ
れ
た
こ
と
と
な

る
。
ま
た
何
に
基
づ
く
の
か
不
明
で
あ
る
が
372
は
開
催
年
月
日
を
記
載
し
、
400
は
④

に
は
な
い
開
催
日
付
を
記
す
。
た
だ
し
十
巻
本
や
『
古
今
著
聞
集
』
五
に
よ
れ
ば
、

「
五
月
二
日
」
で
は
な
く
「
五
月
五
日
」
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
下
冊
が
区
分
を
立
て
て
歌
合
を
分
類
す
る
二
十
巻
本
目
録
に
書
式
は

類
似
し
つ
つ
も
細
部
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
時
に
下
冊
の
情
報
の
方
が
詳
細
で

あ
る
場
合
も
あ
り
、
下
冊
の
依
拠
し
た
資
料
は
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
次
の
よ
う
に
二
十
巻
本
目
録
と
下
冊
の
一
致
度
が
低
い
場
合
も
あ
る
。

下
冊
に
は
前
掲
し
た
「
大
臣
家
」
の
区
分
255
に
続
い
て
忠
通
家
歌
合
を
次
の
よ
う

に
連
続
し
て
載
せ
る
（
256
は
再
掲
）。

256
同
家
歌
合

同
年
同
月
（
5
）

紅
葉

雁

恋

鹿

萩

257
同
大
臣
家
歌
合

永
久
三
年
十
月
廿
六
日

水
鳥

水氷
歟

寄
神
楽
恋

歳
暮

鷹
狩

雪

258
同
家

同
年
五
月
十
一
日

桜

郭
公

月

雪

恋

祝
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259
同
家
歌
合
元
永
元
年
十
月
二
日
判
俊
頼
基
俊

残
菊

時
雨

恋

260
同
家
歌
合
同
年
十
月
十
三
日
判
俊
頼

千
鳥

初
雪

鷹
狩

261
同
家

同
日夜〟

衣
河

宮
木
野

塩
竈
浦

白
河
関

末
松
山

忍
里

262
関
白
内
大
臣
家
保
安
二

九

判
基
俊

山
月

野
風

庭
露

恋

二
十
巻
本
「
新
中
将
家
歌
合
紙
背
大
臣
家
下
目
録
反
古
」
で
は
「
大
臣
家
下
」
と

し
て
内
大
臣
忠
通
家
歌
合
十
一
度
と
保
安
二
年
九
月
歌
合
を
記
載
す
る
。
こ
の
う
ち

下
冊
が
含
む
の
は
六
度
の
み
で
記
載
順
も
異
な
る
（
6
）。
261
の
「
同
日夜〟

」
は
下
冊
で
は
260

「
同

（
元
永
元
）年

十
月
十
三
日
」
を
う
け
る
が
、
配
列
の
異
な
る
二
十
巻
本
に
よ
れ
ば
「
永
久

三
年
十
月
廿
六
日
」
開
催
と
な
る
等
の
異
同
も
あ
る
。
256
以
下
連
続
し
て
い
る
こ
と

か
ら
下
冊
は
忠
通
家
歌
合
を
類
聚
す
る
資
料
か
ら
の
採
録
で
あ
ろ
う
が
、
二
十
巻
本

の
「
大
臣
家
下
目
録
反
古
」
の
記
載
と
は
配
列
を
含
む
異
同
が
あ
る
。

目
録
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
部
分
の
端
作
り
部
分
も
ま
た
下
冊
記
載
と
同
様

の
情
報
を
も
つ
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
二
十
巻
本
「
巻
十
五
雲
客
上
」
に
含
ま
れ
る

歌
合
よ
り
二
歌
合
の
端
作
り
部
分
の
み
抜
粋
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

兵
衛
佐
師
時
家
歌
合

嘉
保
三
年
五
月
三
日

題

暁
聞
郭
公

水
辺
蛍
火

卯
花
似
月

盧
橘
遠
薫

夏
夜
恋

歌
人

判
者

判
者

（
マ
マ
）

皇
太
后
宮
権
亮
藤
原
経
仲
朝
臣

左
近
権
中
将
俊
忠
朝
臣
家
歌
合

長
治
元
年
五
月

十
三
番

郭
公

五
月
雨

盧
橘

夏
草

瞿
麦

蛍

水
鶏

照
射

祝

恋

歌
人

判
者

左
京
権
大
夫
俊
頼
朝
臣

こ
の
端
作
り
に
対
応
す
る
内
容
は
下
冊
345
以
下
に
記
さ
れ
る
。
師
時
家
歌
合
が
俊

忠
朝
臣
家
歌
合
の
次
に
な
り
、「
近
衛
」
を
「
近
江
」
と
す
る
誤
記
が
あ
る
が
、
よ

り
詳
細
な
情
報
と
し
て
345
が
開
催
日
付
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
7
）。
下
冊

は
次
の
通
り
347
ま
で
が
一
続
き
と
な
る
。

345
近
江
権
中
将
藤
俊
忠
歌
合
長
治
元
五
廿
八

郭
公

五
月
雨

盧
橘

夏
草

瞿
麦

蛍

水
鶏

照
射

祝

恋

俊
頼
朝
臣
判

346
兵
衛
佐
師
時
歌
合

暁
聞
郭
公

水
辺
蛍
火

卯
花
似
月

盧
橘
遠
薫

夏
夜
虫

347
同
家
天
仁
二
四
廿

卯
花

野
草

時
鳥

五
月
雨

恋

な
お
、
347
は
『
歌
合
大
成
』
二
六
一
「
天
永
元
年
四
月
廿
九
日
右
近
衛
中
将
師
時

山
家
五
番
歌
合
」
に
相
当
し
「
恋
」
は
「
寄
衣
恋
」
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
二

十
巻
本
で
は
「
巻
十
五
雲
客
上
の
部
に
収
め
ず
、
巻
廿
雑
下
の
部
に
納
れ
」
ら
れ
、

ま
た
二
十
巻
本
断
簡
等
記
載
の
開
催
日
付
は
「
天
仁
三
年
四
月
晦
日
」
（
8
）

で
、
下
冊
は

誤
記
を
含
む
の
か
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。

こ
こ
ま
で
下
冊
と
二
十
巻
本
の
主
に
目
録
部
分
と
の
比
較
を
試
み
た
。
下
冊
の
催
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事
主
催
者
階
級
別
区
分
に
よ
る
箇
所
は
、
豊
富
な
内
容
を
備
え
た
歌
合
を
類
聚
す
る

資
料
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
編
纂
者
が
歌
合
を
類
聚
し
端
作
り
を
個

別
に
採
録
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
下
冊
は
、
歌
合
を
類
聚
し
た
資
料
の
、
目
録

部
分
も
し
く
は
歌
合
本
文
の
端
作
り
を
書
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
み
う
る
内
容
で

あ
る
。
当
時
存
在
し
た
、
催
事
主
催
者
階
級
別
区
分
に
よ
る
歌
合
類
聚
資
料
か
ら
抄

出
し
た
も
の
を
用
い
る
と
編
纂
作
業
は
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
と
な
っ
た

類
聚
資
料
は
広
汎
な
資
料
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
時
に
現
存
す
る
二
十
巻
本
目

録
を
補
完
、
凌
駕
す
る
よ
う
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

皇
后
宮
、
女
御
等
の
区
分
に
つ
い
て
は
詳
論
を
略
し
た
が
、
325
以
下
の
女
御
の
歌

合
が
列
記
さ
れ
る
直
前
部
に
、
次
に
述
べ
る
「
屏
風
障
子
」
の
区
分
が
あ
る
。

三
本
節
で
は
「
屏
風
障
子
」
の
区
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
記
載
内
容
が
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
。

「
屏
風
障
子
」
の
区
分
の
全
体
構
成
は
317
か
ら
324
ま
で
の
八
項
目
か
ら
な
る
が
、

「
障
子
」
に
相
当
す
る
の
は
一
項
目
の
み
で
あ
る
。
ま
た
317
以
下
五
項
目
が
平
安
期

開
催
か
と
考
え
ら
れ
る
。
催
事
名
を
欠
き
「
正
月
」
を
催
事
名
の
位
置
に
記
す
322
以

下
、
323
「
最
勝
四
天
王
院
障
子
歌
」
（
9
）・
324
「
入
道
皇
太
后
宮
大
夫
釈
阿

於
仙
洞
賜

九
十
賀
屏
風
歌
十
二
首
」
が
鎌
倉
期
の
歌
題
と
な
る
。

こ
の
う
ち
催
事
名
を
欠
く
322
は
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
十
一
月
女
御
入
内
御
屏

風
和
歌
の
画
題
で
あ
る
。
例
え
ば
『
拾
遺
愚
草
』
中
2088
以
下
に
見
え
る
「
月
次
御
屏

風
十
二
帖
和
歌
」
と
照
応
す
る
こ
と
で
、「
二
月

梅

柳

納本
定

」
の
「
納
」
が
「
網
」

で
あ
る
こ
と
や
「
本
ニ
十
一
月
無
之
落
歟
」
と
注
さ
れ
る
十
一
月
は
「
鶴

鷹
狩

炭
竈
」
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
る
。
井
上
論
文
に
も
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
下
冊
の
本
文
に
は
こ
の
よ
う
な
劣
化
が
生
じ
て
い

る
点
に
つ
い
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
平
安
期
の
も
の
か
ら
318
以
下
の
三
項
目
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

320
「
鷹
司
殿
御
屏
風
和
歌
」
は
、
長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
の
道
長
室
源
倫
子
の

七
十
賀
の
時
に
高
陽
院
に
て
藤
原
頼
通
主
催
で
催
行
さ
れ
た
折
に
詠
進
さ
れ
た
屏
風

歌
で
あ
る
と
特
定
で
き
る
。
同
屏
風
歌
は
『
栄
花
物
語
』（
巻
三
十
二
謌
合
）
に
載

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
320
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

320
鷹
司
殿
御
屏
風
和
歌

臨
時
客

見
花

山
家
卯
花

五
月
五
日

納
涼

七
夕

八
月
十
五
夜

菊

見
家
紅
葉

神
楽

雪

当
該
屏
風
歌
に
つ
い
て
は
、
橋
本
不
美
男
『
王
朝
和
歌
史
の
研
究
』（
笠
間
書
院

一
九
七
二
年
）、
松
村
博
司
『
栄
花
物
語
の
研
究

補
説
篇
』（
風
間
書
房

一
九
八

九
年
）
に
関
係
論
考
が
あ
り
、
そ
の
和
歌
集
成
は
久
保
木
秀
夫
『
散
佚
歌
集
切
集
成

増
訂
第
一
版
』（
科
研
報
告
書
別
刷

二
〇
〇
八
年
）
に
も
ま
と
め
ら
れ
る
。
田
島

智
子
『
屏
風
歌
の
研
究
』（
和
泉
書
院

二
〇
〇
七
年
、
以
下
田
島
著
書
と
称
す
）

を
参
考
に
こ
れ
ま
で
『
赤
染
衛
門
集
』『
栄
花
物
語
』『
浪
華
帖
仮
名
巻
』
か
ら
集
成

さ
れ
た
画
題
・
素
材
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

臨
時
客

元
日

子
日

花
見

山
家
卯
花

菖
蒲
（
10
）

涼

七
夕

八
月
十
五
夜

菊
合

紅
葉

320
と
比
較
す
る
と
「
神
楽
」「
雪
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
他
、
320
で
は
「
菖
蒲
」

が
「
五
月
五
日
」、「
涼
」
が
「
納
涼
」、「
菊
合
」
が
「
菊
」、「
紅
葉
」
が
「
見
家
紅

葉
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
元
日
」
と
「
臨
時
客
」
を
同
一
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画
面
と
考
え
る
と
、
320
に
は
「
子
日
」
が
脱
落
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

320
の
検
討
か
ら
は
、
下
冊
の
「
屏
風
障
子
」
区
分
の
内
容
が
、
屏
風
歌
研
究
の
上

で
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
続
い
て
318
・
319
に
つ
い
て
考
察
す

る
。318

「
左
丞
相
月
合
御
屏
風
和
歌
」
（
11
）

は
、「
月
合
」
と
あ
る
通
り
、
次
の
よ
う
に
、

各
月
一
帖
で
、
帖
ご
と
に
二
題
程
度
の
行
事
題
も
し
く
は
絵
の
場
面
説
明
に
相
当
す

る
文
を
掲
出
す
る
形
で
記
さ
れ
る
。「
正
月
」「
五
月
」
等
、
月
表
示
の
有
無
は
一
定

せ
ず
、
ま
た
帖
ご
と
の
記
載
内
容
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

318
左
丞
相
月
合
御
屏
風
和
歌

一
帖

正
月
卯
杖

大
饗

二
帖

春
日
祭

子
日

三
帖

人
家
有
曲
水
宴

女
□車

歟

尋
花
橋
上
有
遊
客

四
帖

賀
茂
祭

旅
人
聞
郭
公

山
里
卯
花
坼
多
留
家

人
来
多
列

尓

五
帖

五
月
端
午

六
帖

氷
室

六
月
祓
ヽ
人
家
乃
前
沢
水
尓
鶴
立

七
帖

七
月
乞
巧
祭

前
栽
堀
人
の
家
尓
遊

八
月
会
坂
関
尓

駒
迎
摺
所
尓

女
車
来
多
利

八
帖

十
五
夜
仁
月
尓
人
多
来
タ
リ

田
舎
乃
門
前
ニ
有
田
旅
人
多
行
過

九
帖

九
月
九
日
人
家
有
詩
宴

網
代
尓
人
有

十
帖

十
月
野
行
幸

十
一
帖

十
一
月
神
楽

十
一
月
臨
時
祭

十
二
帖

十
二
月
仏
名

晦
夜
急
支
寸
流
家

画
題
、
す
な
わ
ち
絵
の
説
明
に
注
目
す
る
と
、「
郭
公
を
聞
く
旅
人
」「
十
五
夜
月

を
愛
で
る
た
め
に
集
ま
る
人
」
の
よ
う
な
一
般
的
な
も
の
以
外
に
、「
花
を
尋
ね
る

女
車
と
橋
の
上
の
客
」「
多
く
の
人
が
集
ま
る
山
里
の
卯
花
が
咲
く
家
」「
あ
る
家
の

前
の
沢
水
に
鶴
が
立
つ
六
月
祓
」「
田
家
と
門
田
、
多
く
の
旅
人
」
等
、
特
定
の
風

景
が
想
起
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。

催
事
名
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
「
左
丞
相
月
合
御
屏
風
和
歌
」
に
含
ま
れ
る
「
左
丞

相
」
と
、
以
下
で
述
べ
る
特
定
の
画
題
と
の
一
致
か
ら
、
こ
の
「
左
丞
相
月
合
御
屏

風
和
歌
」
は
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
頼
通
大
饗
屏
風
和
歌
の
こ
と
を
記
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

頼
通
は
寛
仁
二
年
に
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
摂
政
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
正
月
に
行

わ
れ
た
摂
政
内
大
臣
家
大
饗
の
際
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
に
は
、
和
歌
と
漢
詩
が
記
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
藤
昭
雄
「
寛
仁
二
年
藤
原
頼
通
大
饗
屏
風
詩
に
つ
い

て
」（『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
三
年
、
以
下
後
藤
論
文

と
称
す
）、
伊
井
春
樹
「
寛
仁
二
年
頼
通
大
饗
屏
風
和
歌
と
そ
の
場
面
」（『
詞
林
』

九

一
九
九
一
年
四
月
、
以
下
伊
井
論
文
と
称
す
）
等
に
加
え
、
田
島
著
書
に
詳
細

な
研
究
が
あ
り
、『
小
右
記
』『
御
堂
関
白
記
』
等
に
記
載
さ
れ
る
開
催
経
緯
や
歌
集
、

漢
詩
文
集
、
詩
歌
を
場
面
順
に
書
き
留
め
た
巻
子
本
の
断
簡
か
ら
の
本
文
集
成
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。『
栄
花
物
語
』
巻
十
三
「
ゆ
ふ
し
で
」
に
は
和
歌
が
八
〇
首
詠
ま

れ
た
と
記
さ
れ
、
大
饗
に
伴
う
大
規
模
な
催
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
ま
た

『
小
右
記
』
は
「
四
尺
倭
絵
屏
風
十
二
帖
」
を
新
調
し
藤
原
行
成
が
色
紙
形
に
漢
詩

と
和
歌
を
書
い
た
こ
と
を
記
す
。
詩
歌
選
定
に
つ
い
て
伊
井
論
文
は
「
道
長
邸
に
大

饗
料
屏
風
の
詩
歌
が
持
ち
込
ま
れ
、
上
達
部
と
選
定
し
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
斉
信
・

公
任
の
五
首
は
す
ぐ
れ
て
い
る
た
め
す
べ
て
採
用
、
広
業
・
為
政
・
義
忠
・
為
時
は

各
二
、
三
首
の
選
入
」
と
し
、「
和
歌
に
つ
い
て
は
、
輔
親
・
輔
尹
・
和
泉
式
部
な

ど
の
詠
が
採
ら
れ
た
も
の
の
、
で
き
ば
え
の
よ
く
な
い
の
が
多
く
、
道
長
自
身
が
そ

の
の

（
マ
マ
）場

で
詠
ん
だ
の
か
、
数
首
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
公
任
の
歌
一

首
は
撰
定
外
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
、
屏
風
と
し
て
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
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で
あ
る
」
と
ま
と
め
る
。
な
お
後
藤
論
文
が
「
頼
通
大
饗
屏
風
歌
が
後
代
の
諸
歌
集

に
引
か
れ
る
場
合
、
す
べ
て
道
長
と
誤
ら
れ
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
伊
井
論
文

も
「
入
道
前
太
政
大
臣
」
が
道
長
、
頼
通
の
双
方
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

同
様
に
318
の
「
左
丞
相
」
も
道
長
、
頼
通
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
確
定
し
難
い
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
319
に
は
「
入
道
殿
」
と
も
記
さ
れ
る
。

十
二
帖
の
月
次
に
よ
る
四
季
図
屏
風
に
記
さ
れ
た
和
歌
と
漢
詩
は
、
伊
井
論
文
が

「
お
よ
そ
三
分
の
二
近
く
が
復
元
」
さ
れ
る
と
述
べ
る
よ
う
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て

集
成
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
が
、
そ
の
全
て
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
318
に
記
さ
れ
る
内
容
が
、
寛
仁
二
年
頼
通
大
饗
屏
風
の
画
題
を

一
括
し
て
示
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
復
元
案

に
つ
い
て
、
田
島
著
書
が
「
題
材
」
と
し
て
掲
げ
る
素
材
名
に
よ
り
つ
つ
、
わ
か
る

場
合
は
（

）
内
に
特
定
の
情
景
を
示
し
、
と
り
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
月
名
】、〈
季
名
〉
は
稿
者
に
よ
る
。

【
一
月
】
卯
杖

大
饗
・
臨
時
客

子
日

【
二
月
】
春
日
祭
（
使
の
立
つ
と
こ
ろ
）

〈
春
〉
花
見
（
桜
の
花
見
る
女
車
あ
る
と
こ
ろ
）

【
三
月
】
三
日
・
曲
水
宴

【
四
月
】
賀
茂
祭

郭
公
（
行
客
聞
）

【
五
月
】
五
月
節

卯
花
（
囲
牆
）

【
七
月
】
七
夕

前
栽
堀
（
野
辺
有
衣
冠
人
）

〈
夏
〉
山
里
に
水
あ
る
所
に
客
人
来
た
り

【
八
月
】
駒
迎
（
女
車
来
過
）

【
九
月
】
九
月
九
日

紅
葉
（
山
里
）

【
十
一
月
】
神
楽

野
行
幸
（
鷹
狩
）
賀
茂
臨
時
祭
（
12
）

【
十
二
月
】
仏
名

歳
暮
・
除
夜

318
と
照
応
す
る
と
、
復
元
案
の
方
に
あ
る
牆
を
囲
む
「
卯
花
」
は
山
里
に
咲
く
卯

花
を
見
に
来
る
人
の
景
と
重
な
り
、
八
月
の
逢
坂
関
の
駒
迎
え
に
女
車
を
描
く
景
等

も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
屏
風
の
画
題
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と

す
る
と
、
318
の
記
載
か
ら
復
元
案
の
方
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
「
八
月
十
五
夜
」

や
旅
人
や
網
代
の
描
か
れ
る
絵
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
欠
落
し
て
不
明
で
あ
っ
た
六
月

題
が
「
氷
室
」「
六
月
祓
」
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
伊
井
論
文
で
三
六
場
面

と
も
記
さ
れ
た
そ
の
絵
は
各
月
二
場
面
、
計
二
四
場
面
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
318
で
は
行
事
題
と
絵
の
説
明
に
重
点
を
置
く
画
題
と
が
混
在
し
、
月
次
で
あ

る
は
ず
の
配
列
に
乱
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
帖
す
な
わ
ち
一
月
が

二
場
面
で
統
一
さ
れ
て
い
た
と
考
え
、
318
の
記
載
を
も
と
に
、
季
題
と
し
て
の
配
当

と
従
来
の
復
元
案
を
参
考
に
し
て
整
え
る
と
次
の
よ
う
な
形
と
な
る
。

一
帖

正
月

卯
杖

大
饗
・
臨
時
客

二
帖

二
月

子
日

春
日
祭

三
帖

三
月

人
の
家
に
曲
水
宴
有
り

女
車
花
を
尋
ね
橋
上
に
遊
客
有
り

四
帖

四
月

賀
茂
祭

旅
人
郭
公
を
聞
く

五
帖

五
月

端
午

山
里
の
卯
花
坼
た
る
家
に
人
多
く
来
列
ぶ

六
帖

六
月

氷
室

六
月
祓

祓
す
る
人
の
家
の
前
の
沢
水
に
鶴
立
つ

七
帖

七
月

乞
巧
祭

前
栽
堀
人
の
家
に
遊
ぶ

八
帖

八
月

十
五
夜
に
月
に
人
多
く
来
た
り

会
坂
関
に
駒
迎
す
る
所
に
女

車
多
く
来
た
り

九
帖

九
月

九
日
人
の
家
に
詩
宴
有
り

田
舎
の
門
前
に
田
有
り
、
旅
人
多
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く
行
き
過
ぐ

十
帖

十
月

野
行
幸

網
代
に
人
有
り

十
一
帖

十
一
月

神
楽

賀
茂
臨
時
祭

十
二
帖

十
二
月

仏
名

晦
夜
急
ぎ
す
る
家

こ
の
私
案
で
は
、
八
月
に
「
八
月
十
五
夜
」
と
「
駒
迎
」
を
、
九
月
に
「
田
舎
の
門

前
に
田
有
り
、
旅
人
多
く
行
き
過
ぐ
」、
十
月
に
「
網
代
」
を
配
す
る
形
で
修
正
、

加
筆
し
た
。
な
お
田
島
著
書
が
素
材
か
ら
「
涼
」
す
な
わ
ち
納
涼
詠
と
し
た
「
山
里

に
水
あ
る
所
に
客
人
来
た
り
」
は
、『
栄
花
物
語
』
記
載
の
輔
親
歌
で
、
そ
の
和
歌

は
「
こ
の
宿
に
わ
れ
を
と
め
な
ん
沢
水
に
深
き
心
の
す
み
わ
た
る
べ
く
」
で
あ
る
。

318
「
六
月
祓
」
が
そ
の
画
面
を
「
祓
の
人
の
家
の
前
の
沢
水
に
鶴
立
つ
」
と
記
す
こ

と
か
ら
輔
親
歌
は
こ
の
「
六
月
祓
」
の
画
面
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ま
た
「
臨
時
祭
」
は
318
に
従
い
石
清
水
は
含
め
ず
、
十
一
月
の
「
賀
茂
臨
時

祭
」
の
み
と
し
た
（
13
）。
疑
問
が
残
る
の
は
紅
葉
を
詠
む
「
山
里
に
紅
葉
み
る
人
き
た
る

と
こ
ろ
」（
後
拾
遺
359
公
任
・
公
任
550
）
に
相
当
す
る
画
題
で
あ
る
。「
田
舎
の
門
前

に
田
有
り
旅
人
多
く
行
き
過
ぐ
」
は
、
山
里
の
門
田
や
旅
人
の
姿
を
描
い
た
絵
の
説

明
で
あ
る
が
紅
葉
に
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
318
の
配
列
か
ら
は
秋
題
と
考
え
ら
れ
、

季
節
と
し
て
紅
葉
と
重
な
る
と
こ
ろ
か
ら
九
月
に
配
し
た
。

以
上
、
318
「
左
丞
相
月
合
御
屏
風
和
歌
」
は
頼
通
大
饗
の
際
に
制
作
さ
れ
た
屏
風

の
画
題
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
を
補
う
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
続
く
319
も
ま
た
類
似
し
た
名
称
「
左
丞
相
屏
風
歌
入
道
殿
」
で
あ
り
、
318
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

319
に
は
「
左
丞
相
」
に
加
え
て
「
入
道
殿
」
と
あ
る
。
或
い
は
「
入
道
殿
」
の
作

の
み
集
め
た
何
ら
か
の
資
料
が
存
在
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
（
14
）が
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
319
は
以
下
の
通
り
で
、
前
半
と
後
半
で
書
式
が
異
な
る
が
、
現
状
と
し
て
は
一

続
き
と
な
っ
て
い
る
。

319
左
丞
相
屏
風
歌
入
道
殿

除
夜

花
見
所

秋
田

女
車
花
見

八
月
会
坂
関
ニ
駒
迎
タ
リ

女
車
来
会
ル

荒
タ
ル
女
家
ニ
紅
葉
見
ニ
人
来
会
タ
リ

網
代

子
日
摺
所
松
下
ニ
有
女
利小

書

男歟

下
利
弖
松
曳
支
遊
布

女
車
水
辺
ニ
見
花
橋
上
尓
人
多
遊
布

四
月
祭
使
立
家
乃
返
舞
シ
タ
ル
ト
コ
ロ

十
一
月
臨
時
賀
茂
社
近
陪
従
ナ
ト
被
留
所

十
一二〟

月
仏
名
（
15
）摺
家

除
夜
元
正
乃
急
支
摺
所

主
客
松
苔
翫
庭
前
花
有
紅
桜

行
客
両
三
過
野
辺
花
前
或
願
花

霞
蔵
山
花

松
樹
有
藤
花
車
馬
人
五
六
輩
下
車
翫

人
過
山
路
前
有
古
橋
駆鞍
馬
人
一
両
越
遠
山

山
脚
有
茅
屋
紅
葉
繞
屋
籠
林
無
人

海
浜
松
乞
海
人
宅
海
辺
有
一
林
松
下
鷹
相
居
人
来
有
雪

前
半
部
の
一
部
に
は
月
表
示
が
あ
る
が
、
一
見
し
て
月
次
の
配
列
で
は
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
中
ほ
ど
の
「
除
夜
元
正
乃
急
支
摺
所
」
ま
で
は
、「
花
見
所
」

「
女
車
花
見
」「
女
車
水
辺
ニ
見
花
橋
上
尓
人
多
遊
布
」
と
花
の
景
の
重
複
等
を
含
み

な
が
ら
も
318
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
女
車
水
辺
ニ
見
花
橋
上
尓
人
多

遊
布
」
は
318
の
「
女
□車

歟

尋
花
橋
上
有
遊
客
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、「
荒
タ
ル
女
家
ニ

紅
葉
見
ニ
人
来
会
タ
リ
」
と
い
う
紅
葉
の
画
題
は
前
出
の
公
任
歌
と
重
な
る
。
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な
お
子
日
詠
の
「
子
日
摺
所
松
下
ニ
有
女
利小

書

男歟

下
利
弖
松
曳
支
遊
布
」
に
類
似
す
る

絵
を
詠
む
も
の
と
し
て
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
東
三
条
院
四
十
賀
屏
風
歌
で
あ
る

兼
澄
の
作
を
入
集
す
る
『
後
拾
遺
集
』
428
が
あ
る
。
そ
の
詞
書
に
は
「
東
三
条
院
四

十
賀
し
は
べ
り
け
る
に
、
屏
風
に
子
日
し
て
を
と
こ
を
む
な
く
る
ま
よ
り
お
り
て
こ

ま
つ
ひ
く
と
こ
ろ
を
よ
め
る
」
と
あ
り
、
ま
た
『
輔
尹
集
』
40
に
も
「
二
月
、
子
日

す
る
所
に
く
る
ま
よ
り
を
り
て
こ
ま
つ
□
ひ
く
」
と
あ
り
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

「
子
日
」
の
屏
風
絵
を
示
す
も
の
と
し
て
『
元
真
集
』
17
「
は
じ
め
の
春
、
を
と
こ

を
む
な
の
か
た
を
か
た
の
み
つ
の
ほ
と
り
に
て
あ
そ
ふ
」
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
そ

の
絵
に
は
小
松
を
引
く
景
を
描
く
こ
と
が
一
般
的
で
時
に
男
女
が
描
か
れ
た
。
319
の

他
の
画
題
に
東
三
条
院
四
十
賀
屏
風
と
一
致
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

は
「
子
日
摺
所
松
下
ニ
有
女
利小

書

男歟

下
利
弖
松
曳
支
遊
布
」
を
た
だ
ち
に
東
三
条
院
四
十

賀
屏
風
の
も
の
と
特
定
す
る
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
お
く
。

ま
た
319
冒
頭
の
見
出
し
「
左
丞
相
屏
風
歌
入
道
殿
」
の
中
に
「
入
道
殿
」
と
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
頼
通
大
饗
屏
風
和
歌
へ
の
道
長
の
出
詠
が
か
か
わ
る
の
か
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
確
定
で
き
な
い
。『
栄
花
物
語
』
の
記
載
か
ら
道
長
に
は
「
大
饗
」

「
九
月
九
日
」
へ
の
出
詠
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
田
島
著
書
は
さ
ら
に
紅
葉

詠
と
し
て
『
万
代
集
』
3154
の
詞
書
を
「
屏
風
に
」
と
す
る

や
ま
ざ
と
は
あ
き
こ
そ
ふ
か
く
な
り
に
け
れ
く
る
た
び
ご
と
に
こ
の
は
い
ろ
づ
く

を
、
ま
た
「
卯
杖
」（
万
代
48
等
）、「
賀
茂
臨
時
祭
」（
新
勅
撰
549
）
を
指
摘
す
る
。

こ
の
う
ち
319
に
含
ま
れ
る
の
は
紅
葉
詠
と
「
賀
茂
臨
時
祭
」
詠
の
み
で
あ
り
、「
入

道
殿
」
の
歌
作
と
の
関
係
は
不
分
明
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
不
明
事
項
を
残
す
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前
半
部
が

318
に
極
め
て
近
い
内
容
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

続
く
後
半
の
「
主
客
」
以
下
は
書
き
方
が
異
な
り
、
別
機
会
の
画
題
が
詠
作
機
会

の
表
示
を
欠
く
形
で
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

類
似
し
て
い
る
画
面
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
屏
風
歌
が
あ
る
。
長
保
三
年
頃
に

制
作
さ
れ
た
「
斉
信
屏
風
」
で
あ
る
。
斉
信
は
公
任
と
と
も
に
道
長
の
屏
風
歌
制
作

に
参
加
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、「
斉
信
屏
風
」
の
和
歌
は
嘉
言
、
和
泉
式
部
、

道
済
の
家
集
に
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。
田
島
著
書
を
参
照
し
つ
つ
詞
書
内
容
が
類

似
す
る
家
集
の
歌
番
号
と
詞
書
（
画
題
）
を
『
新
編
私
家
集
大
成
』（
古
典
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
本
文
に
よ
り
掲
出
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
霞
蔵
山
花
」

嘉
言
124
霞
山
花
を
ゝ
し
む
・
道
済
89
か
す
み
た
つ
、
山
さ
く
ら
・
和
泉
式
部
Ⅰ

845
山
の
か
す
み
、
は
な
を
か
く
す

「
松
樹
有
藤
花
車
馬
人
五
六
輩
下
車
翫
」

嘉
言
126
五
六
人
、
ふ
ち
の
は
な
を
み
る
・
道
済
92
五
六
人
は
か
り
、
松
の
木
の
し

た
に
人
あ
り
、
花
さ
き
た
り
・
和
泉
式
部
Ⅰ
847
松
に
ふ
ち
か
ゝ
り
た
る
所
、
人
々

お
ほ
く
よ
り
て
み
る

「
人
過
山
路
前
有
古
橋
」

嘉
言
127
む
ま
に
の
り
た
る
人
二
三
人

か
す
か
な
る
山
み
ち
を
ゆ
く
、
は
し
あ

り
・
道
済
91
馬
に
の
り
た
る
人
□
た
り
す
く
、
か
け
は
し
あ
り
・
和
泉
式
部
Ⅰ
852

た
ひ
人
山
を
く
る
み
ち
に
は
し
あ
り
、
く
ち
や
ふ
れ
た
れ
は
、
わ
た
り
わ
つ
ら
ふ

「
駆鞍
馬
人
一
両
越
遠
山
」

嘉
言
128
む
ま
に
の
り
た
る
人
、
二
人
と
を
る
、
山
を
こ
ゆ
・
和
泉
式
部
Ⅰ
849
と
を

き
山
を
一
人
ゆ
く

「
山
脚
有
茅
屋
紅
葉
繞
屋
籠
林
無
人
」
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嘉
言
129
山
さ
と
の
も
み
ち
を
・
道
済
95
山
さ
と
に
人
家
あ
り
、
も
み
ち
わ
つ
か
に

み
は
や
し
に
き
り
た
ち
こ
め
て
・
和
泉
式
部
Ⅰ
854
人
も
な
く
山
へ
に
、
も
み
ち
ふ

り
し
け
り

「
海
浜
松
乞
海
人
宅
海
辺
有
一
林
松
下
鷹
相
居
人
来
有
雪
」

嘉
言
130
う
み
の
き
し
な
る
ま
つ
に
、
つ
た
の
も
み
ち
か
ゝ
れ
り
・
同
131
う
み
つ
ら

に
、
松
の
は
や
し
の
う
ち
に
、
人
の
い
ゑ
あ
り
、
ぬ
し
な
し
・
同
132
た
ひ
人
、
ゆ

き
の
う
ち
に
た
か
を
す
ゑ
た
り
・
道
済
96
海
の
ほ
と
り
に
松
あ
り
、
つ
た
の
も
み

ち
か
か
れ
り
・
和
泉
式
部
Ⅰ
853
ま
つ
の
木
に
つ
た
の
も
み
ち
か
ゝ
り
た
り
・
同
855

は
ま
つ
ら
に
い
ゑ
あ
る
所
あ
り
、
あ
ま
人
も
み
え
す
・
同
856
雪
い
み
し
う
ふ
り
た

る
に
た
か
す
へ
た
る
人
あ
り

後
半
冒
頭
と
考
え
た
「
主
客
松
苔
翫
庭
前
花
有
紅
桜

行
客
両
三
過
野
辺
花
前
或

願
花
」
は
家
集
の
歌
順
を
考
え
合
わ
せ
る
と

嘉
言
122
屏
風
の
歌
、
あ
る
し
、
ま
ら
う
と
、
は
な
み
る
所
・
和
泉
式
部
Ⅰ
842
権
中

納
言
の
屏
風
の
う
た
、
さ
く
ら
さ
き
た
る
い
ゑ
に
ま
ら
う
と
お
ほ
か
り

嘉
言
123
む
ま
に
の
り
た
る
人
、
二
三
人
は
か
り
、
桜
の
は
な
の
も
と
を
す
く
、
し

り
に
ゆ
く
人
は
な
を
か
へ
り
み
る
・
和
泉
式
部
Ⅰ
844
さ
く
ら
か
り
に
あ
ま
た
ゆ
く

人
あ
る
、
山
を
す
く
（
和
泉
式
部
Ⅰ
877
野
の
花
を
、
馬
に
の
り
た
る
人
三
人
は
か

り
、
見
て
す
く
る
所
）

に
相
当
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
他
、「
斉
信
屏
風
」
歌
と
し
て
集
成
さ
れ
る
和
歌

に
は
、
女
が
撫
子
を
見
る
さ
ま
、
人
の
家
で
琴
を
弾
き
笛
を
吹
き
遊
び
を
す
る
さ
ま

を
詠
む
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
二
画
面
に
相
当
す
る
も
の
が
319
で
は
見
当
た
ら

な
い
。
詠
作
機
会
の
表
示
を
欠
落
す
る
の
と
同
様
に
、
当
該
本
文
の
欠
落
の
可
能
性

を
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
現
状
で
は
定
か
で
は
な
い
。

下
冊
に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
み
を
手
掛
か
り
に
し
た
粗
い
考
察
と
な
る
が
、「
主

客
」
以
降
は
「
斉
信
屏
風
」
の
画
題
を
示
し
た
も
の
か
と
推
定
す
る
。
つ
ま
り
319
「
左

丞
相
屏
風
歌
入
道
殿
」
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
そ
の
多
く
が
318
と
同

機
会
の
画
題
の
再
掲
で
あ
る
。
後
半
は
そ
の
詠
作
機
会
の
表
示
を
欠
落
し
た
た
め
に

前
半
と
一
連
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
「
斉
信
屏
風
」
の
画
題
を
記
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、「
元
日
参
」
で
始
ま
る
機
会
未
詳
の
317
と
321
「
修
理
太
夫
俊
綱
朝
臣
家
屏

風
絵
和
歌
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
が
、
貴
重
な
資
料
と
し
て

下
冊
の
「
屏
風
障
子
」
区
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
下
冊
に
残
る
記

載
か
ら
、
用
い
ら
れ
た
編
纂
資
料
は
詳
細
で
広
汎
な
内
容
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。

四
こ
こ
ま
で
下
冊
の
取
材
源
が
歌
合
資
料
を
含
む
和
歌
類
聚
資
料
で
は
な
い
か
と
考

え
る
立
場
か
ら
論
じ
て
き
た
。
散
逸
し
た
も
の
が
多
い
が
、
特
に
歌
題
に
か
か
わ
る

も
の
に
限
っ
て
も
「
親
盛
が
百
題
抄
」「
類
聚
題
苑
抄
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
類
聚
が
撰

述
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
16
）。
現
状
で
は
下
冊
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
た
の
か

確
定
は
で
き
な
い
。
ま
た
題
数
別
部
分
と
今
回
考
察
し
た
部
分
と
は
、
た
ま
た
ま
取

り
合
わ
さ
れ
た
の
か
、
編
纂
者
に
よ
る
積
極
的
な
編
集
意
図
の
も
と
で
取
り
合
わ
せ

ら
れ
な
が
ら
未
整
理
に
な
っ
た
も
の
な
の
か
等
、
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
下
冊
の
題

数
別
配
列
と
催
事
主
催
者
階
級
別
配
列
と
が
混
態
す
る
本
文
構
成
状
況
は
、
題
数
別

部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
と
が
根
幹
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
錯
簡
し
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
か
ら
の
書
き
抜
き
が
付
与
さ
れ
て
い
く
、
と
い
っ
た
過
程
を
想
定
す
る
こ
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と
で
、
説
明
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
主
催
者
別
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
編
集
的
な
意

図
に
よ
り
「
禁
裏
」「
仙
院
」
と
い
っ
た
区
分
が
付
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
編
纂
資
料
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
残
存
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

歌
題
集
成
書
は
、
編
纂
者
が
一
次
資
料
か
ら
個
別
に
資
料
を
収
集
す
る
場
合
も
あ

ろ
う
が
、
和
歌
文
献
を
多
く
類
聚
す
る
資
料
か
ら
抄
出
し
再
編
集
す
る
こ
と
で
そ
の

編
纂
は
容
易
な
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
歌
合
文
献
を
含
む
和
歌
文
献
を

類
聚
す
る
大
規
模
な
資
料
が
下
冊
の
原
資
料
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
の
み
に
留
ま

り
、
残
念
な
が
ら
そ
の
資
料
の
特
定
に
ま
で
は
至
り
得
な
か
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
全
く
の
想
像
に
な
る
が
、
下
冊
の
編
纂
資
料
は
、
歌
合
と
屏
風
障
子

と
を
そ
れ
ぞ
れ
に
集
成
す
る
類
聚
資
料
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も

歌
合
資
料
は
相
当
な
内
容
を
備
え
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
屏
風
歌
や
障
子
歌

の
集
成
は
そ
れ
自
体
が
希
少
な
営
為
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
類
聚
資
料
と
し
て
浮
か

ぶ
の
が
、
例
え
ば
、
清
輔
が
撰
述
し
た
と
さ
れ
る
『
題
林
』『
扶
桑
葉
林
』（
い
ず
れ

も
散
逸
）
で
あ
る
。「
和
歌
現
在
書
目
録
」
に
記
さ
れ
る
『
題
林
』
は
「
歌
合
卅
巻
、

歌
会
卅
巻
、
百
首
卅
巻
、
雑
ゝ
卅
巻
、
合
百
廿
巻
」
と
い
う
規
模
を
も
つ
も
の
で
、

二
条
院
に
奉
っ
た
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
増
補
し
『
扶
桑
葉
林
』
が
成
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
小
川
剛
生
は
「
類
聚
か
ら
類
題
へ
―
夫
木
和
歌
抄
の
成
立
と
扶
桑
葉
林
―
」

（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
―
撰
歌
と
歌
人
社
会
』
塙
書
房

二
〇
一
七
年
、
以
下
、
小

川
著
書
と
称
す
る
）
で
、『
夫
木
和
歌
抄
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
究
し
、
清
輔
編
『
扶

桑
葉
林
』
が
そ
の
源
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
小
川
著
書
は
『
扶

桑
葉
林
』
に
つ
い
て
「
題
林
の
形
を
保
つ
と
す
れ
ば
、
歌
合
・
歌
会
（
宴
歌
）・
百

首
歌
（
定
数
歌
）・
そ
の
他
の
順
で
あ
ろ
う
。
扶
桑
葉
林
は
、
四
季
恋
雑
の
部
立
に

排
列
し
た
撰
集
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
和
歌
文
献
を
出
典
資
料
別
に
集
め
る
、
い

わ
ば
和
歌
資
料
集
成
と
い
う
べ
き
書
物
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
も

述
べ
る
（
17
）。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
類
聚
資
料
の
存
在
を
想
定
す
る
と
、
歌
題
集
成
書

が
編
ま
れ
た
背
景
や
編
纂
過
程
は
理
解
し
や
す
く
な
る
。

結

び

井
上
論
文
以
降
、
歌
題
集
成
書
は
個
別
の
催
事
の
注
記
が
有
す
る
資
料
的
価
値
が

特
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
歌
題
集
成
書
の
編
纂
方
法
を
考
え
、
そ
の
背

景
に
〈
和
歌
資
料
を
類
聚
す
る
も
の
〉
の
存
在
を
考
え
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。
下

冊
が
編
纂
資
料
と
し
た
も
の
は
、
膨
大
な
歌
合
資
料
を
集
成
し
、
ま
た
屏
風
歌
障
子

歌
を
集
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
下
冊
を
丹
念
に
考
察
す
る
こ
と
で
編
纂
資
料

の
端
々
を
拾
遺
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
は
そ
の
一
部
を
示
し
た
に
過
ぎ
な

い
。小

川
著
書
は
、
集
成
さ
れ
た
「
和
歌
資
料
の
プ
ー
ル
」
が
「
時
代
の
要
請
に
応
じ
、

絶
え
ず
抄
出
・
部
類
・
再
編
す
る
動
き
」
と
結
び
付
く
こ
と
を
説
く
。
中
世
以
降
、

異
種
が
多
数
出
現
す
る
歌
題
集
成
書
も
ま
た
、
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

注（
1
）
「
一
」
内
の
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）』『
明
題
古
今
抄
』
に
対
す
る
稿
者
の
見
解
は
、
全

て
拙
著
『
中
世
歌
題
集
成
書
の
研
究
』（
青
簡
舎

二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
2
）
十
五
首
題
が
混
在
す
る
。

（
3
）
以
下
は
、
一
紙
散
逸
に
よ
る
か
と
さ
れ
る
空
白
の
の
ち
、
永
承
六
年
五
月
五
日
殿
上
歌

合
の
歌
題
「
題

昌
蒲
根

郭
公

早
苗

祝

恋
」
を
再
掲
し
歌
人
名
を
列
記
す
る
。

（
4
）
以
下
、「
賭
弓
歌
合
」「
河
原
院
歌
合
」
等
が
続
く
。
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（
5
）
255
を
う
け
、「
同
家
」
は
「
前
太
政
大
臣
家
」、「
同
年
同
月
」
は
「
寛
治
八
年
十
月
」

と
な
る
。

（
6
）
六
度
の
記
載
順
は
、
257
・
261
・
256
・
259
・
260
・
262
。

（
7
）
『
和
歌
合
略
目
録
』『
袋
草
紙
』
で
は
「
五
月
廿
六
日
」
と
あ
る
。

（
8
）
『
歌
合
大
成
』
の
開
催
日
付
は
「
天
仁
三
年
即
ち
天
永
元
年
の
四
月
は
小
の
月
で
あ
」

る
こ
と
に
よ
る
。

（
9
）
陸
奥
名
所
の
み
分
断
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
田
島
著
書
は
『
赤
染
衛
門
集
』
Ⅰ
603
「
と
こ
な
つ
」
歌
に
よ
り
「
撫
子
」
を
含
め
る
が
、

同
歌
は
高
陽
院
水
閣
歌
合
出
詠
歌
で
あ
る
た
め
除
外
し
た
。
な
お
、
同
602
「
あ
や
め
」
歌

は
「
五
月
雨
の
い
つ
か
過
て
も
あ
や
め
草
軒
の
雫
そ
雨
と
見
え
け
り
」
で
軒
に
挿
す
菖
蒲

草
を
詠
む
こ
と
か
ら
「
五
月
五
日
」
の
景
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
11
）
影
印
に
基
づ
く
翻
刻
本
文
で
は
「
左
承
相
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
以
下
、「
承
」

を
「
丞
」
と
校
訂
し
て
表
記
す
る
。

（
12
）
石
清
水
臨
時
祭
は
記
入
し
て
い
な
い
。
注
（
13
）
参
照
。

（
13
）
臨
時
祭
を
石
清
水
、
賀
茂
の
い
ず
れ
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
万
代
集
1575
に
詞
書

「
法
成
寺
入
道
前
摂
政
家
屏
風
に
、
石
清
水
臨
時
祭
を
」
で
入
る
輔
尹
の
「
や
ま
ゐ
の
こ

ろ
も
」
歌
等
を
巡
り
、
伊
井
論
文
、
後
藤
論
文
に
議
論
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。
田
島
著
書
は
石
清
水
と
賀
茂
の
臨
時
祭
を
挙
げ
る
が
、
三
月
開
催
の
石
清
水
臨

時
祭
を
冬
季
に
配
置
す
る
形
を
と
る
。

（
14
）
屏
風
歌
に
特
化
し
て
和
歌
を
集
成
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
前
田
本
『
元
輔

集
』
が
知
ら
れ
る
。

（
15
）
「
名
」
は
重
書
き
で
下
の
文
字
は
不
明
。

（
16
）
井
上
宗
雄
「
歌
題
に
関
す
る
書
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
歌

典
籍

俳
句
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
17
）
『
夫
木
抄
』
歌
合
詠
か
ら
の
分
析
で
は
「
夫
木
抄
は
、
仁
和
以
降
治
承
以
前
の
、
歌
合

証
本
を
網
羅
的
に
集
成
し
た
文
献
に
拠
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
が
清
輔
撰
の
扶

桑
葉
林
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
る
。
な
お

小
川
著
書
は
『
扶
桑
葉
林
』
の
現
存
本
文
で
あ
る
尚
歯
会
和
歌
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、
尚

歯
会
和
歌
は
下
冊
で
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

557
尚
歯
会
後
宴
有
序

見
花
日
暮
同
会
承
安
二
三
十
九
清
輔
朝
臣
行
之
席
同
人

後
藤
昭
雄
「
嘉
保
の
和
歌
尚
歯
会
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版

二
〇
一
二

年
）
に
従
え
ば
、
下
冊
は
歌
題
「
見
花
日
暮
」
ま
で
は
嘉
保
の
、
歌
題
下
の
小
書
き
部
分

は
承
安
二
年
の
尚
歯
会
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

（
原
稿
受
理
日

二
〇
二
二
年
九
月
十
九
日
）
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